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  2003 年 10 月及び 2004 年 11 月に発生した巨大磁気嵐は、Dst 指数の値が-400nT 近くまでに達し、また日本

でもオーロラが観測されるなど、第 23 太陽活動周期において最大級の地磁気擾乱を起こした。本研究グループで

は、この巨大磁気嵐時の地磁気及び電離層電場の変動について、九州大学の CPMN 地上ネットワーク観測のデータ

を用いて解析を行っている。 

 2003 年 10 月 24 日以降は、太陽活動が非常に活発で、M クラス X 線フレアが複数回観測され、コロナ質量放

出(CME)とプロトンイベント(SPE)が観測された。太陽風中の ACE 衛星では、14:50UT に衝撃波（By:20nT 減少, 

Bz:10nT 増加）を観測し、地上では 15:20UT に低緯度の久住観測所で 80nT の sc (or si) が観測され、磁気圏が圧

縮されている最中に極域では 2100nT にも及ぶ AE が発達した。このイベントでは、IMF が北向きのためにその後大

きな Dst には発達していない。さらに、2003 年 10 月 29 日 05:50UT に衝撃波（By:-30nT に減少, Bz:20nT 増加）

を観測し、地上では 06:00UT に低緯度の久住観測所で 50nT の sc が観測され、磁気圏が圧縮されている最中に極域

では 3800nT にも及ぶ AE が発達した。その後、18 時以降、IMF が南向き-30nT になるにつれて Dst が-380nT まで発

達している。一方、2004 年 11 月 7 日のイベントには、10:00UT に衝撃波（By~-5nT,Bz~5nT）と 19:50UT に衝撃波

（By:20nT 増加, Bz~20nT）があったにも拘わらず、それらに伴う顕著な AE の増加は観られなかった。これらに共

通して言えることは、sc-triggered super substorm の発生には IMF の Bz と By 成分が深く関与していることが示

唆される。 

 本講演では、地上磁場 CPMN ネットワークの磁場と電離層変動電場の観測や関連して発生した特異な ULF 波動

の時間・空間変動についても議論する。 

 


